
 

 

「子供の性被害防止対策に関する世論調査」の概要 

 

平 成 3 0 年 ９ 月 

内閣府政府広報室 

 

 

調 査 対 象 全国 18歳以上の日本国籍を有する者 5,000人 

有効回収数 2,903人（回収率 58.1％） 

 

調 査 期 間  平成 30年７月 19日 ～ ８月５日(調査員による個別面接聴取) 

 

調 査 目 的 子供の性被害防止対策に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。 

 

調 査 項 目 １ 子供の性被害に関する国民の意識と意識向上策について  

２ インターネットによる子供の性被害を防止するための取組について 

３ 相談しやすい環境の整備と支援の充実について 

４ 子供を性被害から守る社会の実現について 

５ 子供の性被害に関する犯罪を発生させないための取組 
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１ 子供の性被害に関する国民の意識と意識向上策について 

（１）子供の性被害に対する不安 

 

問１ あなたは、身近にいる子供が性被害にあうかもしれないという不安を感じますか。この

中から１つお答えください。 

 

平成 30 年 7 月 

不安を感じる(小計)                              73.5％ 

・不安を感じる            44.1％ 

・どちらかといえば不安を感じる   29.4％ 

不安は感じない（小計）                            25.1％ 

・どちらかといえば不安は感じない              10.9％ 

・不安は感じない                  14.2％ 

 

 

  

総 数 ( 2,903 人)

〔 性 〕

男 性 ( 1,329 人)

女 性 ( 1,574 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 279 人)

30 ～ 39 歳 ( 349 人)

40 ～ 49 歳 ( 471 人)

50 ～ 59 歳 ( 481 人)

60 ～ 69 歳 ( 579 人)

70 歳 以 上 ( 744 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

37.7 

49.5 

32.1 

27.2 

1.0 

1.8 

13.5 

8.7 

15.8 

12.8 

39.8 

48.7 

47.8 

43.5 

44.7 

41.1 

34.4 

30.7 

36.1 

36.4 

26.3 

20.7 

-

0.6 

0.4 

0.8 

1.2 

3.5 

13.3 

12.3 

8.7 

10.2 

11.2 

10.9 

12.5 

7.7 

7.0 

9.1 

16.6 

23.8 

わからない

44.1 29.4 

1.4 

10.9 14.2 

不安を感じる（小計）73.5 不安は感じない（小計）25.1

不安を

感じる

どちらかといえば
不安を感じる

どちらかといえば
不安は感じない

不安は
感じない
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ア 不安に感じる理由 

 

更問 （問１で「不安を感じる」「どちらかといえば不安を感じる」と答えた方（2,134 人）に） 

不安に感じる理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位２項目） 

平成 30 年 7 月 

・Twitter
ツ イ ッ タ ー

やLINE
ラ イ ン

といったＳＮＳなどを通じて、見知らぬ人と簡単に          82.8％ 

出会えるから                               

・ＪＫビジネスが存在しているから        34.3％ 

 

 

 

  

TwitterやLINEといったＳＮＳなどを通じて、見

知らぬ人と簡単に出会えるから

Ｊ Ｋ ビ ジ ネ ス が 存 在 し て い る か ら

地域のつながりが弱く、近所の住民の顔をほ

とんど知らないから

児 童 ポ ル ノ が 出 回 っ て い る か ら

身近で性被害にあった子供がいることを知っ

ているから

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

82.8

34.3

28.3

26.6

8.3

2.0

0.6

1.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

総 数 （n=2,134人、M.T.=183.9%)

(%)

身近にいる子供が性被害にあうかもしれないという「不安を感じる」、

「どちらかといえば不安を感じる」と答えた者に、複数回答
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（２）子供の性被害に対する関心度 

 

問２ あなたは、子供の性被害について関心がありますか。この中から１つお答えください。 

 

 

平成 30 年 7 月 

関心がある(小計)   76.2％ 

・関心がある  35.3％  

・どちらかといえば関心がある                      40.8％ 

関心がない（小計）                               23.1％ 

・どちらかといえば関心がない                      15.1％ 

・関心がない                               8.0％ 

 

 

  

総 数 ( 2,903 人)

〔 性 〕

男 性 ( 1,329 人)

女 性 ( 1,574 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 279 人)

30 ～ 39 歳 ( 349 人)

40 ～ 49 歳 ( 471 人)

50 ～ 59 歳 ( 481 人)

60 ～ 69 歳 ( 579 人)

70 歳 以 上 ( 744 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

31.7 

38.4 

39.8 

41.7 

0.6 

0.9 

18.1 

12.5 

9.9 

6.5 

17.9 

33.2 

39.9 

34.7 

36.8 

39.2 

47.3 

45.0 

40.3 

47.0 

40.1 

33.3 

-

-

0.4 

0.2 

0.5 

2.2 

26.9 

16.9 

15.3 

14.3 

13.3 

11.4 

7.9 

4.9 

4.0 

3.7 

9.3 

13.8 

わからない

35.3 40.8 

0.8 

15.1 8.0 

関心がある（小計）76.2 関心がない（小計）23.1

関心が

ある

どちらかといえば
関心がある

どちらかといえば
関心がない

関心が
ない



 - 4 - 

ア 関心を持った理由 

 

更問１（問２で「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と答えた方（2,211 人）に） 

 関心を持った理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位３項目） 

平成 30 年 7 月 

・子供の性被害について、新聞、テレビ、インターネットなどで見聞き  86.2％ 

 したことがあるから 

・子供が性被害にあうようなことは許せないから                 55.1％ 

・子供の性被害について、チラシやリーフレットなどを見たり読んだり        15.1％ 

したことがあるから                

 

 

 
 

  

子供の性被害について、新聞、テレビ、イ

ンターネットなどで見聞きしたことがあるか

ら

子供が性被害にあうようなことは許せない

から

子供の性被害について、チラシやリーフ

レットなどを見たり読んだりしたことがある

から

子供の性被害について、学校などで聞い

たことがあるから

身近で性被害にあった子供がいることを

知っているから

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

86.2

55.1

15.1

10.0

6.6

0.9

0.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総 数 （n=2,211人、M.T.=174.3%)

(%)

子供の性被害について「関心がある」、「どちらかといえば

関心がある」と答えた者に、複数回答
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イ 関心がない理由 

 

更問２（問２で「どちらかといえば関心がない」「関心がない」と答えた方（670 人）に） 

 関心がない理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位２項目） 

平成 30 年 7 月 

・身近に子供がいないから                           44.2％ 

・身近で性被害にあった子供がいるという話を聞いたことがないから        43.3％ 

 

 
 

  

　　　　　　　　　

身 近 に 子 供 が い な い か ら

身近で性被害にあった子供がいるという話を

聞いたことがないから

自 分 の 生 活 に 関 係 が な い か ら

ポスターやチラシなどで子供の性被害につい
て見聞きしたことがないから

ニュースや新聞などで子供の性被害につい

て取り上げられることが少ないから

子供の性被害が発生していることを知らな

かったから

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

44.2

43.3

33.0

6.6

5.8

3.4

1.9

2.5

0.9

0 10 20 30 40 50

総 数 （n=670人、M.T.=141.6%)

(%)

子供の性被害について「どちらかといえば関心がない」、

「関心がない」と答えた者に、複数回答
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（３）子供の性被害に対する関心を高める方法 

 

問３ 子供の性被害について、人々の関心を高めるためには、どのような方法が効果的だと思

いますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・新聞、テレビなどを通じて広報する                    68.3％ 

・学校で、保護者説明会や非行防止教室などで啓発する            64.4％ 

・Twitter
ツ イ ッ タ ー

やLINE
ラ イ ン

といったＳＮＳなどで広報啓発する             38.6％ 

・ポスターの掲示やチラシやパンフレットなどで広報啓発する       29.1％ 

 

 

 
 

  

（複数回答）　　　

新 聞 、 テ レ ビ な ど を 通 じ て 広 報 す る

学校で、保護者説明会や非行防止教室な

どで啓発する

TwitterやLINEといったＳＮＳなどで広報啓

発する

ポスターの掲示やチラシやパンフレットなど

で広報啓発する

イベント、講演会、シンポジウムなどで広報

啓発する

行政機関のウェブサイトなどで広報啓発す

る

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

68.3

64.4

38.6

29.1

25.8

23.0

0.7

1.7

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=2,903人、M.T.=253.1%)

(%)
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２ インターネットによる子供の性被害を防止するための取組について 

（１）家庭における取組 

 

問４ あなたは、子供がインターネットを安全・安心に利用するために、家庭において、どの

ような取組が必要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・子供が有害なサイトへアクセス（接続）を制限するフィルタリングを設定する   59.9％ 

・子供のインターネットの利用状況を把握する                51.5％ 

・インターネットの利用についてのルールをつくる          50.8％ 

・インターネットを通じた子供の性被害の状況や危険性を子供に教える              49.1％ 

 

 

 
  

（複数回答）　　　

子供が有害なサイトへのアクセス（接続）を制限

するフィルタリングを設定する

子供のインターネットの利用状況を把握する

インターネットの利用についてのルールをつくる

インターネットを通じた子供の性被害の状況や

危険性を子供に教える

インターネットを安全・安心に利用するための説

明会などに保護者が参加して学ぶ

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

59.9

51.5

50.8

49.1

39.2

0.7

2.4

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=2,903人、M.T.=258.6%)

(%)
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（２）インターネットの適切な利用に係る教育が行われていることの認知度 

 

問５ 現在、小学校・中学校・高等学校における授業の中で、子供がインターネットを適切に

活用する能力を習得できるようにする教育を行うこととなっていますが、このような教育

が行われていることを知っていますか。 

 

平成 30 年 7 月 

・知っている                               42.1％ 

・知らない                                56.6％ 

 

 

  

総 数 ( 2,903 人)

〔 性 〕

男 性 ( 1,329 人)

女 性 ( 1,574 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 279 人)

30 ～ 39 歳 ( 349 人)

40 ～ 49 歳 ( 471 人)

50 ～ 59 歳 ( 481 人)

60 ～ 69 歳 ( 579 人)

70 歳 以 上 ( 744 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

36.9 

46.4 

1.4 

1.1 

61.6 

52.4 

48.4 

36.1 

52.0 

46.8 

42.1 

33.2 

1.4 

-

0.4 

1.0 

0.5 

3.1 

50.2 

63.9 

47.6 

52.2 

57.3 

63.7 

わからない

42.1 

1.3 

56.6 

知っている 知らない
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ア 認知した方法 

 

更問 （問５で「知っている」と答えた方（1,222 人）に） 

どのようにして、このような教育が行われていることを知りましたか。この中からいくつでも

あげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・新聞、テレビ、インターネットなどで、このような教育が行われていると      53.4％ 

見聞きしたから 

・子供が学校で受講したから（子供から受講について聞いた）               28.1％ 

・学校から、このような教育が行われていると聞いたから           26.0％ 

・学校以外の行政機関から、このような教育が行われていると聞いたから       16.0％ 

 

 

  

新聞、テレビ、インターネットなどで、 この

ような教育が行われていると見聞きしたか

ら

子供が学校で受講したから（子供から受

講について聞いた）

学校から、このような教育が行われている

と聞いたから

学校以外の行政機関から、このような教

育が行われていると聞いたから

学校における保護者対象のこのような教

育を受講したから

そ の 他

わ か ら な い （ 覚 え て い な い ）

53.4

28.1

26.0

16.0

11.0

6.8

1.4

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=1,222人、M.T.=142.8%)

(%)

子供がインターネットを適切に活用する能力を習得できるようにする教育

が行われていることを「知っている」と答えた者に、複数回答
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（３）インターネットの適切な利用に係る教育の効果的な実施方法 

 

問６ 子供がインターネットを適切に活用する能力を習得できるようにする教育をどのような

機会に実施するかは、各学校が決めています。あなたは、どのような機会に実施すること

が効果的だと思いますか。この中から１つお答えください。 

 

 

平成 30 年 7 月 

・インターネットの適切な活用をねらいとした授業を実施           49.3％ 

・スマートフォンなどを新たに使用する子供が増える進級・進学時の      26.7％ 

 学校行事の一部として実施 

・進級・進学時以外の学校行事の一部として実施                 15.4％ 

 

 

  

総 数 ( 2,903 人)

〔 性 〕

男 性 ( 1,329 人)

女 性 ( 1,574 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 279 人)

30 ～ 39 歳 ( 349 人)

40 ～ 49 歳 ( 471 人)

50 ～ 59 歳 ( 481 人)

60 ～ 69 歳 ( 579 人)

70 歳 以 上 ( 744 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

48.5 

50.0 

27.0 

26.4 

16.5 

14.5 

1.3 

0.6 

1.7 

1.3 

5.0 

7.2 

45.9 

51.3 

52.7 

51.8 

56.1 

40.7 

38.0 

32.1 

29.3 

28.5 

22.8 

20.0 

14.0 

13.8 

15.5 

17.5 

13.8 

16.7 

0.4 

0.9 

0.4 

0.2 

1.2 

1.6 

1.4 

0.6 

1.3 

0.8 

1.0 

3.0 

0.4 

1.4 

0.8 

1.2 

5.0 

18.0 

進級・進学時以
外の学校行事
の一部として実
施

49.3 26.7 15.4 

0.9 1.5 

6.2 

インターネットの
適切な活用をね
らいとした授業
を実施

スマートフォンな
どを新たに使用
する子供が増え
る進級・進学時
の学校行事の
一部として実施

その他 特にない わからない
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（４）学校における取組 

 

問７ あなたは、子供がインターネットを安全・安心に利用するために、学校では、どのよう

な取組が必要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位３項目） 

平成 30 年 7 月 

・具体的な手口や被害状況について取り上げて教える            63.6％ 

・教員の指導能力を向上させる                          44.8％ 

・インターネット利用についての授業時間を増やす              43.6％ 

 

 
  

（複数回答）　　　

具体的な手口や被害状況について取り上げ

て教える

教 員 の 指 導 能 力 を 向 上 さ せ る

インターネット利用についての授業時間を増

やす

子供が教わった内容を理解したのか、 到達

度を確認する

動 画 な ど の 教 材 を 使 っ て 教 え る

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

63.6

44.8

43.6

36.2

35.1

0.7

1.1

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=2,903人、M.T.=228.9%)

(%)
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（５）インターネット関係事業者における取組 

 

問８ 子供がインターネットを安全・安心に利用するために、インターネットに関係する事業

者が行うべき取組として、あなたは、どのような取組が必要だと思いますか。この中から

いくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位５項目） 

平成 30 年 7 月 

・子供の性被害につながる書き込みの監視と削除                 51.2％ 

・子供の性被害につながる書き込みを禁止する利用規約を作る            49.8％ 

・年齢による利用制限                             49.5％ 

・Twitter
ツ イ ッ タ ー

やLINE
ラ イ ン

といったＳＮＳなどの利用登録時に本人確認の徹底         44.3％ 

・スマートフォン販売時におけるフィルタリング設定の徹底            43.4％ 

 

 

 

  

（複数回答）　　　

子供の性被害につながる書き込みの

監視と削除

子供の性被害につながる書き込みを禁

止する利用規約を作る

年 齢 に よ る 利 用 制 限

TwitterやLINEといったＳＮＳなどの利

用登録時に本人確認の徹底

スマートフォン販売時におけるフィルタ

リング設定の徹底

保護者などに対し、子供のフィルタリン

グの利用を促進する広報啓発

インターネット利用者に、子供の性被害

防止について広報啓発

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

51.2

49.8

49.5

44.3

43.4

36.9

29.9

0.6

1.5

6.0

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=2,903人、M.T.=313.0%)

(%)
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（６）子供のＳＮＳ利用についての考え 

 

問９ 子供がTwitter
ツ イ ッ タ ー

やLINE
ラ イ ン

といったＳＮＳを利用することについて、あなたの考えに近いも

のはどれですか。この中から１つお答えください。 

 

 

平成 30 年 7 月 

・自由に使用させる                              3.6％ 

・小学生以下の子供は、家庭でのルールをつくり、使用させる        17.4％ 

・中学生以下の子供は、家庭でのルールをつくり、使用させる            35.5％ 

・18 歳以下の子供は、家庭でのルールをつくり、使用させる               37.6％ 

 

 

  

総 数 ( 2,903 人)

〔 性 〕

男 性 ( 1,329 人)

女 性 ( 1,574 人)

〔 年 齢 〕

18 ～ 29 歳 ( 279 人)

30 ～ 39 歳 ( 349 人)

40 ～ 49 歳 ( 471 人)

50 ～ 59 歳 ( 481 人)

60 ～ 69 歳 ( 579 人)

70 歳 以 上 ( 744 人)

（該当者数）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

5.9 

1.6 

17.5 

17.3 

36.4 

34.7 

34.2 

40.5 

1.3 

0.8 

4.7 

5.1 

7.5 

5.4 

4.0 

2.9 

2.6 

2.2 

15.8 

16.6 

13.2 

17.5 

20.0 

19.1 

48.4 

43.0 

32.9 

36.6 

33.3 

29.7 

28.0 

33.5 

48.2 

40.7 

38.7 

33.5 

0.4 

0.6 

0.6 

0.6 

1.6 

1.6 

-

0.9 

1.1 

1.7 

3.8 

14.0 

中学生以下の
子供は、家庭で
のルールをつく
り、使用させる

3.6 

17.4 35.5 37.6 

1.0 

4.9 

自由に使用
させる

小学生以下の
子供は、家庭で
のルールをつく
り、使用させる

18歳以下の子
供は、家庭で
のルールをつく
り、使用させる

その他 わからない
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３ 相談しやすい環境の整備と支援の充実について 

（１）相談窓口の認知度 

 

問 10 子供の性被害について、電話やインターネットを使って相談できる窓口として次のもの

がありますが、あなたが知っているものはありますか。この中からいくつでもあげてくだ

さい。（複数回答） 

 

（上位３項目） 

平成 30 年 7 月 

いずれか知っている                               63.7％ 

・子どもの人権 110 番（0120-007-110）                  39.3％ 

・警察相談専用電話（#9110）                       30.5％ 

・24 時間子供ＳＯＳダイヤル(0120-0-78310)     21.7％ 

 

いずれも知らない                                  34.6％ 

 

 

  

（複数回答）　　　

子 ど も の 人 権 110 番 （ 0120-007-110 ）

警 察 相 談 専 用 電 話 （ ♯ 9110 ）

24 時間 子供 ＳＯ Ｓダ イヤ ル（ 0120-0-78310）

児童相談所全国共通ダイヤル（189　いち　はや

く）

犯罪被害者相談電話（ ♯8103 ハー トさ ん）

日本司法支援センター（法テラス）犯罪被害者

支援ダイヤル（0570-079714　なくことないよ）

違法有害情報相談センター（インターネット上で

の相談受付）

法 務 少 年 支 援 セ ン タ ー （ 0570-085-085 ）

そ の 他

い ず れ か 知 っ て い る

わ か ら な い

い ず れ も 知 ら な い

63.7

39.3

30.5

21.7

14.5

13.5

7.7

5.3

2.6

0.1

34.6

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

総 数 （n=2,903人、M.T.=171.4%)

(%)
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（２）子供が性被害にあった場合の相談先 

 

問 11 もしも、あなたの子供や身近な子供が性被害にあった場合、誰かに打ち明けたり相談し

たりしますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・警察に相談する                  66.0％ 

・家族・親族に相談する                                45.1％ 

・学校関係者（教員、養護教論、カウンセラーなど）に相談する      30.2％ 

・子供に関する家庭からの相談を受ける児童相談所に相談する              25.9％ 

 

 

  

（複数回答）　　　

警 察 に 相 談 す る

家 族 ・ 親 族 に 相 談 す る

学校関係者（教員、養護教諭、カウンセラー

など）に相談する

子供に関する家庭からの相談を受ける児童

相談所に相談する

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士

会、カウンセラー・カウンセリング機関、民間

の相談窓口）に相談する

知 人 ・ 友 人 に 相 談 す る

被害後の状況やニーズに応じて利用できる

法制度の紹介及び弁護士の紹介などを行う

法テラスに相談する

子供の悩み全般に関する相談を受ける文部

科学省が設置する窓口に相談する

子供の人権などに関する相談を受ける法務

局に相談する

ど こ （ 誰 ） に も 相 談 し な い

そ の 他

わ か ら な い

66.0

45.1

30.2

25.9

22.1

17.0

12.1

8.5

7.5

2.2

0.4

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=2,903人、M.T.=240.2%)

(%)
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ア 相談先を選ぶ理由 

 

更問 （問 11 で子供が性被害にあった場合、誰かに打ち明けたり相談したりする相談先を挙げた

方（2,743 人）に） 

あなたがその相談先を選ぶ理由は何ですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・身近な存在だから                              51.7％ 

・専門性がありそうだから                              47.0％ 

・親身になって話を聞いてくれそうだから                  37.3％ 

・求める支援をしてくれそうだから                       33.0％ 

 

 
  

身 近 な 存 在 だ か ら

専 門 性 が あ り そ う だ か ら

親身になって話を聞いてくれそうだ から

求 め る 支 援 を し て く れ そ う だ か ら

相 談 し や す い場 所 にある（ いる） か ら

いつでも電話やメールで相談にのってくれ

そうだから

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

51.7

47.0

37.3

33.0

20.1

10.1

0.8

0.5

0.3

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=2,743人、M.T.=200.7%)

(%)

子供が性被害にあった場合、誰かに打ち明けたり

相談したりする相談先を挙げた者に、複数回答
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イ 相談しない理由 

 

更問 （問 11 で「どこ（誰）にも相談しない」と答えた方（63 人）に） 

あなたがどこにも相談しないのはなぜですか。この中からいくつでもあげてください。（複数

回答） 

（上位６項目） 

平成 30 年 7 月 

・相談したら、その後、どのようになるのかわからず不安だから          36.5％ 

・家庭内のことを外部にしられたくないから                      33.3％ 

・相談しても無駄だと思うから                       22.2％ 

・どこに相談したら良いかわからないから                                       19.0％ 

・恥ずかしくて誰にも言えないから                       15.9％ 

・被害や苦しさを信じてもらえなさそうだから                  14.3％ 

 

・その他                                   11.1％ 

 

 （注）該当者数が少数であり十分なサンプル数に満たないため、取扱いには注意を要する。 

  

（子供が性被害にあった場合「どこ（誰）にも相談しない」と答えた者に、複数回答）

相談したら、その後、どのようになるのかわか

らず不安だから

家 庭内 のこ とを外部 に知 られ たく ないから

相 談 し て も 無 駄 だ と 思 う か ら

ど こ に相 談 した ら 良 いか わ か ら な い か ら

恥 ず か し く て 誰 に も 言 え な い か ら

被害や苦しさを信じて もら えな さそ うだ から

周 囲 に 心 配 を か け た く な い か ら

相 談 窓 口 を 知 ら な い か ら

相 談 し な く て も 大 丈 夫 だ か ら

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

36.5

33.3

22.2

19.0

15.9

14.3

6.3

3.2

3.2

11.1

4.8

-

0 10 20 30 40

総 数 （n=63人、M.T.=169.8%)

(%)
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（３）性被害にあった子供への十分な支援を行うための対策 

 

問 12 性被害にあった子供に対しては、行政機関では、専門的なカウンセリングなど様々な支

援を行っています。あなたは、性被害にあった子供に十分な支援を行うためには、どのよ

うなことに力を入れるべきだと思いますか。この中からいくつでもあげてください。（複

数回答） 

 

（上位６項目） 

平成 30 年 7 月 

・相談窓口（電話番号・相談の受付内容など）の周知               49.6％ 

・学校における支援担当者（カウンセラーなど）の増加など体制の充実        47.8％ 

・警察における支援担当者（カウンセラーなど）の増加など体制の充実        44.0％ 

・相談窓口の増設や充実                             36.3％ 

・児童相談所における人員の増加など体制の充実                  33.7％ 

・Twitter
ツ イ ッ タ ー

やLINE
ラ イ ン

といったＳＮＳなどを活用して相談できる窓口の増設や充実      31.7％ 

 

 

  

（複数回答）　　　

相談窓口（電話番号・相談の受付内容など）の周

知

学校における支援担当者（カウンセラーなど）の

増加など体制の充実

警察における支援担当者（カウンセラーなど）の

増加など体制の充実

相 談 窓 口 の 増 設 や 充 実

児童相談所における人員の増加など体制の充実

TwitterやLINEといったＳＮＳなどを活用して相談

できる窓口の増設や充実

児童相談所以外の福祉関係施設における人員

の増加など体制の充実

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

49.6

47.8

44.0

36.3

33.7

31.7

23.4

1.0

1.2

3.9

0 10 20 30 40 50 60

総 数 （n=2,903人、M.T.=272.5%)

(%)
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４ 子供を性被害から守る社会の実現について 

（１）子供を性被害から守る社会をつくるための対策 

 

問 13 あなたは、子供を性被害から守る社会をつくるために、どのような対策が必要だと思い

ますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位５項目） 

平成 30 年 7 月 

・子供を性被害から守るという国民全体での意識を向上させる          57.6％ 

・子供の性被害について、相談しやすい環境を整備する           55.3％ 

・子供の性被害に関する警察による取締りを強化する          49.4％ 

・安全・安心なインターネット利用のための教育を充実させる           47.8％ 

・違法・有害情報の削除やフィルタリングの普及などのインターネット対策を    47.5％ 

 推進する 

 

 
  

（複数回答）　　　

子供を性被害から守るという国民全体での

意識を向上させる

子供の性被害について、相談しやすい環境

を整備する

子供の性被害に関する警察による取締りを

強化する

安全・安心なインターネット利用のための教

育を充実させる

違法・有害情報の削除やフィルタリングの普

及などのインターネット対策を推進する

性被害にあった子供へのカウンセリングな

ど支援体制を強化する

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

57.6

55.3

49.4

47.8

47.5

43.1

1.2

0.6

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70

総 数 （n=2,903人、M.T.=304.5%)

(%)
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５ 子供の性被害に関する犯罪を発生させないための取組 

（１）子供への性被害に関する犯罪を発生させないための対策 

 

問 14 あなたは、子供の性被害に関する犯罪を発生させないために、どのような対策が必要だ

と思いますか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答） 

 

（上位４項目） 

平成 30 年 7 月 

・子供の性被害に関する犯罪の罰則の強化                 66.8％ 

・子供の性被害に関する犯罪の取締りの強化                62.4％ 

・インターネット上の違法・有害な情報の削除対策の強化      59.2％ 

・児童ポルノ、児童買春が犯罪であることの啓発を強化                49.2％ 

 

 

（複数回答）　　　

子供の性被害に関する犯罪の罰則の強化

子供の性被害に関する犯罪の取締りの強

化

インターネット上の違法・有害な情報の削除

対策の強化

児童ポルノ、児童買春が犯罪であることの

啓発を強化

刑事施設（刑務所）、少年院及び保護観察

所における性犯罪などの再発防止指導の

強化

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

66.8

62.4

59.2

49.2

44.6

1.1

0.7

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 （n=2,903人、M.T.=286.2%)

(%)


